理　　由

国分隼人公共下水道については、市街地の快適な生活環境の整備と公共用水域の水質保全を図るため、平成元年6月、排水区域約1,713haを都市計画決定し、整備を進めてきたところである。その後、下水道整備の方針転換や平成30年度に当面・中期・長期にわたる下水道による浸水対策を実施すべき区域、目標とする整備水準、及び施設整備の方針等の基本的な事項となる「霧島市雨水管理総合計画」を策定したことにより、令和2年12月、約1556haの区域の縮小及び対策施設（排水機場及び調整池）を位置付けたところである。

なお、「国分都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」では、「国分隼人公共下水道事業により処理区域の拡大を進め、公共用水域の水質保全及び雨水排水対策を行い、生活環境の整備を図る」としており、また「隼人都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」では、「処理区域の拡大を進め、生活環境の整備、公共用水域の水質保全及び雨水排水対策を講じ、魅力ある都市環境の創造を図る」としている。

　霧島市雨水管理総合計画に基づき姫城2号排水機場、日当山調整池、姫城第2排水区圧力管について、既に事業に着手しているが、このうち、日当山調整池については、調整池予定地周辺の土地利用状況の変化を踏まえ、調整池の構造について再検討し、確実な事業の実行のため霧島市雨水管理総合計画の見直しを行ったところである。

今回、霧島市雨水管理総合計画の見直しに基づき、日当山調整池の変更を行うものである。
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